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秋田県の高冷地における水稲の生育相

斎藤　正一・山　口　邦夫・石山　六郎

（秋田県農試）

緒　　　　　言

秋田県の高冷地の水稲生育相の特異性をみるため矢島

冷害試験地の品種試験から主として形態的諸要因につい

て検討した．

方　　　　　法

矢島冷害試験地では鳥海山麓の高冷地，熊ノ子沢（320

椚）と，平坦地，八森下（70桝）に試験田を設けて，両

地点の生育相について比較検討を試みた．またこの試験

は昭和29年から35年まで7カ年の成績から各年次とも両

地域で共通して供試された8品種を用いた．
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中生：陛羽132号・チョウカイ・最林17号・信交190号

晩生：農林41号

そして7カ年の水苗普通植区について高冷地の生育相

を平坦地に対比しながら検討し，昭和33年から35年まで

は畑甫早栢区を併せ行っているので両地の普通梼区と比

校した．

結果並びに考察

1．苗代期

先ず苗代期の状況を第1表にみると，水苗代では高冷

地は平坦地より5～6日も遅播きとなり，挿秋期では3

～6日位の遅植えが余儀なくされている．また苗代期間

は高冷地も平坦地もそれほど大きな違いはないが，苗の

第1表．播種期・挿秩期並びに苗の生育状況
（中生4品種平均）
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生育状況は高冷地では一般に小さく，平坦地と同程度の

育苗期間では平坦地の生育量に及ばない．また畑育苗の

早播きになると，平坦地に対する播種期および挿秋期の

開きは更に大きくなり，苗代期間は平坦地とあまり変ら

なかったが，苗の生育量は．高冷地で一掛こ小さく，平坦

地と同程度の生育量に達するには，なお相当の苗代期間

を要することがうかがわれる．

2．年次間の傾向

普通樵区の本田での生育状況を中生4品種の平均値を

求め，平坦地に対する比率で年次変異をみると（第1

図）高冷地ではいずれの年も平坦地より生育が遅れ　生
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第1図．高冷地水稲生育の年次変異（対平的地）
（中生4品種平均）

青畳が低く表われて小柄な生育をしている．出穂期はか

なりの巾で年次による遅速が見られるが，高冷地では平

坦地に比べ5～7日位遅れながらも年次による品種間差

はほぼ同一の傾向で経過している．また7月20日ころの

草状・梓長及び穂数は年次の変動が大きいが，穂長は他

の因子に比べそれほど大きくないのが特徴的である．同

様に収量調査の玄米重についてみると，気象的影響の大

きかった昭和31年（生育遅延）34年（障害型冷専）の収

量の開きが極端に大きく高冷地稲作の不安定性を現わし

ている・精粗歩合・玄米千粒重の年次経過を見ると，一

般に高温に経過したとみられる年次は平坦地より高いと

ころから・生育・収量とも絶対値におし、ては平坦地に及

ばないが，それだけに無駄な生育が少ないもののように

うかがわれた．

3．品種間の憤向

次に普通植区の生育収量を7カ年の成績から各晶種ご

とに括めてみると（第2図），7月20日ころの草状では各

品種とも平坦地より小さいが特に穂数型のハツこシ千．
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第2図．高冷地と平坦地の生育比較
（水苗7カ年平均）

農林41号の茎数の開きが大きい他は注目すべき特徴はな

い．出穂期は各品種を通じて約1週間内外遅れたが，品

種間の便向は平坦地に平行しており，成熟期の草状を見

ても同様に平坦地に比べ小柄な生育をしているものの高

冷地としての形態的な特異性は認められなかった．

収量調査では精粗歩合は早生種は平坦地より商いが中

生以降の品種では平坦地と同程度ではっきりせず，玄米

千粒重は早生種で平坦地より重く，中生以降ではやや軽

い傾向がみられた．しかし収量では掛こ早生種が良かっ

たとは見られず，各品種とも平坦地に劣る結果で掛こ注

目する特徴は見当らない．

4．高冷地の収量早成要因

高冷地水稲の収量に関係する要因を第2図をもとにし

て平坦地に対する比率を出し，これらの諸因子の相互の

関係を求めたのが第2表である．この結果によると高冷

地の形態的諸要因はいずれも平坦地より低い比率で現わ

れているが・7月20日ころの茎数と収量の間に高い相関

第2表・高冷地水稲の収量に関係する諸要閃

を認めた・このことは，用いられた品種の範囲では少く

とも平坦地並み程度までの繁茂状態を期待出来る晶亀

あるいはそのような栽培法をとることは増収上好ましい
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条件と思う．なぜなら穂数並びに穂長比率とは相関がな

く精粗歩合比率・玄米千粒重比率と負の相関がみられ，

以上のことを裏書きしていると思う．

また収量比率と負の関係にある精粗歩合比率は玄米千

粒重比率と正の関係がみられたので，精粗歩合が低いこ

とは，途中の生育量を増大させることの意義が大きく，

最終的な草状に大差がないにしても稲体の充実度に影響

していることを意味しているようである．

なお精籾歩合比率と穂長比率は負の関係があり高冷地

では平坦地に比べ穂長比率の大きい債向がみられ穂長比

率と玄米千粒重比率は負の相関が認められた．

このような一連の関係から高冷地で稲の収量に大きく

関係する要因は生育量に関係のある分げっ後期の茎数と

穂長にあるとみられる．

5．早植栽培の効果

昭和33年から早植区を併設したので，3カ年の成績か

ら普通梅に対する早櫨の効果の現われ方を平坦地に比較

対照したのが第3回である．先ず7月20日ころの茎数

で，早植区は平坦地で穂数型品種以外は一般に増加し，

高冷地ではチョウカイを除き一般に増加の旗向がみられ
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第3図．早梅の効果（対水）
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た．しかし穂数では，平坦地は普通植区より劣り，高冷

地では早生種は普通植区より劣ったが，中生種以降では

早植区の穂数が明らかに多い．また穂長について見る

と，平坦地は各品種とも普通植区と大差はないが，高冷

地では早植区がまさっており，穂長増加率は高冷地の方

が大きい．

収量調査で精粗歩合をみると早植により平坦地では早

生種が劣り，中生・中晩生種は普通植区にまきっている

が，高冷地ではハツニシキが高い他はいずれも低く一定

の傾向がない．玄米千粒重はいずれの品種も高冷地では

平坦地より普通棟に対する増加率が高く，平坦地は各品

種を通じて普通植区と大差がない．

以上の結果から玄米収量についてみると，絶対収量に

ついては，高冷地は各品種とも平坦地に及ばなかった

が，高冷地の早柾の増収効果はトワダを除き著しかっ

た．このことを前述の諸要因についてふりかえってみる

と，高冷地での早植栽培は，早生種では穂長の増大が収

量に大きく働き，中生以降の品種では穂長及び穂数の増

加が関係しているようである．これに対し平坦地では早

生種は普通植区に劣り，中生種は増収したが，このこと

については早椎の精粗歩合が早生種で低く中生種は高い

他は，直接収量に働いた要関は明らかでない．

総　　　　　括

高冷地の水稲の生育相は平坦地に比べて一般に生育が

遅れ　小柄な生育に終始しており，収量も一般に劣って

いる．収量の解析に当っては品種試験の一般的調査資料

によるものであって，粒数調査等の分解的検討をするに

至らなかったが，与えられた品種の傾向が一般的に云々

することが許されるならば，高冷地で主として収量に関

与する要因は7月20日ころ，つまり分げっ後期の茎数（

生育量）と穂長であるとみられる．従って少くとも平坦

地並み程度は繁茂し，穂長を増大させた方が増収に効果

的条件となると思う．しかしこのような生育状態では桁

籾歩合を低下させ，玄米千粒重を軽くする．このことは

高冷地の水稲は形態的生育量が小さいので，高冷地水稲

の増収には形態的生育量の増大に負うことが大きいこと

を意味するものと思う，

また高冷地の早植栽培では各品種を通じて穂長の増大

が働いているが，中生種以降では穂長と穂数が増収効果

に関与している．しかし早樵の増収率が平坦地より大き

かったとはいえ，絶対数で平坦地に劣った．これは栽椎

様式や施肥法等の栽培方法の改善などを加えて検討する

必要があると思う．
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